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ホタテガイ稚貝の空中活力試験

♯
富永 痛二 ･西山 勝蔵

1 日 的

ホクテガイ稚月は高温時の空中露出に対して極めて抵抗力が弱く,種苗の輸送に当ってしばしば問題

を起しているので,空中露出時間および温度と生残数を検討したo

2. 方 法

昭和 46年12月12日にホタテガイ稚貝 (穀長 2.0cm～5.3cm,平均穀長3.5cm)を20×20×

10cmの木箱に 200個収容 し,箱の上をめれた南京袋で覆い,0,5,10,15および.200Cに調

節した恒温槽の中に各々5箱うつ入れ,第1表に示 した様にし,1,1.5,2,2･5および3日経過毎

に 1箱とり出し.直ちに海水に入れてその生残数を調べた｡しかし,この時点では生死がはっきりし夜

いので,これをさらに3日間海中に吊るした後に再度生死を確めた〇
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第 2表 生残数､穀長および目減 り

恒温槽取出直後 海中周 り下げ後 平均穀長 入 槽 日lEヨ入 槽 ∠重 点日渡9分よ覆しJ,の状 態 篇 考-残 _残'',穀開閉 _残数 _残､

穀開閉.生 貝死 貝て0℃ 冒1 不明 活発 価200 4.100.0宿 cm5.6 cm5.6

1.190g g1.070 10.i半乾き1.5 不明 活発

199 99.5弱 レゝ 5.4 1,055 945 10.4め2 不明 弱しハ 195 97.5由 い 5.0 5.0 900 77ロ二 14.4

半乾 き2.5 不明 弱レユ 182 91.0衝 あ 5.5 5.5 995 8

45 15.1半乾 き5 不明 弱レヽ 148 74.0極く弱ハ 5.6 5.

6 1,190 965 18.9半乾 き5℃ 1 不明 活発 199 99.5

活 発 5.7 5.5 1.165 1,D45 10.5め れ1.5 不明 弱しハ 185 92.5弱 い 5.5 5.6 1,150 '965 16.1乾 き

2 不明 弱し( 186 95.0極く弱ハ 5.7 5.5 1,220

1,040 14.8め れ2.5 不明 表し 86 45.0極く鱗へ 5.5 5.5 1.2

65 1,110 12.5乾 き5 不明 夜し 92 46.0梅く針

5.5 5.5 1.085 950 14.5乾 き10℃ 1 不明

0 弱レヽ 198 99.0や噺弱 レヽ 5.5 2.
7 1.065 905 15.0半乾 き I1.5 不

明 そ し 55 27.5 5.5 5.4 1.060 870 17.9乾 き2 不明 なし 14 7.0

浸 し 5.9 5.5 1.160 920 20.7乾 き2.5 コ 5.5 990 825 16.7

乾 き5 0 0 5.5 1.205 1.ロo

ロ 17Lo乾 .き15℃20℃室温 1 不明

浸し 91 45.5弱 レゝ 5.8 5.6' 1,255 1,01

5 17.8半乾 き班,8.40C1.5 不明 委 し

00 5.7 1.5105 1,055 19.2

半乾 き2 0 0 5.4 1.090

905 17.0半乾き2.5 D 0 5

.7 1,255 995 19.4乾 き5 0 0 5.5 1,185

920 ･.22.4乾 き1 不明 - なし 0 0 5.8 1,255 1.00

0 20.5乾 き1.5 00 5.6 1.275 1,050 19.5

乾 き2 0 0 5.6 1,215 9q]25.9半乾 き2.5 0 0

5.4 1IOO5 850 17.4乾 き5 0 0 5.5 1､075 84
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3 結 果

第1図に示した様に,海水より取出したホクテガイ稚貝は00Cで約2.5日,5Ocで約2日,100

Cで1日,150Cでは 1日以内に重大を-い死をきたすことがわかったo この様に温度が高くをるに

つれ て活力の低下が著 しいので,稚貝を長距離輸送の際は低温に保つことが必要であるo

第 1図 生残り




